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政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
理
論

政治的リーダーシップの理論

問
題
の
所
在

2

第
一
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
モ
デ
リ
ン
グ

（

1
）
第
一
次
的
要
素
と
第
二
次
的
要
素

（

2
）
自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

（

3
）
自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

3

第
二
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
ス
キ
ル
の
モ
デ
リ
ン
グ

（

1
）
第
二
次
的
要
素
と
し
て
の
知
性
と
徳
性

（

2
）
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
第
二
次
的
要
素
の
極
大
化

（

3
）
制
約
条
件
を
付
加
し
た
モ
デ
ル

4

結

論

問
題
の
所
在

石

井

貫

太

郎

一
般
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
－

g含
B
E司
）
を
分
析
す
る
視
角
に
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
着
目
す
る
「
資
質
論
的
ア
プ
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ロ
l
チ
（
叶
S
芹
〉

3
8
m各
）
」
と
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
に
着
目
す
る
「
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
聞
各
雲
仙
。

s－ω
a
8
8
k
p目
γ

（

1
）
 

胃

g♀
）
」
の
二
種
類
が
あ
る
。
前
者
は
、
主
と
し
て
歴
史
学
や
政
治
学
の
分
野
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
が
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
人
間
的
資
質
に
あ
る
と
考
え
る
議
論
で
あ
る
。
ま
た
後
者
は
、
主
と
し
て
心
理
学
や
経
営

学
の
分
野
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
研
究
の
成
果
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
を
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
行
動
や
そ
の
行
動
を
誘
発

（

2
）
 

す
る
要
因
と
し
て
の
彼
も
し
く
は
彼
女
を
取
り
巻
く
環
境
的
な
要
素
に
求
め
る
議
論
で
あ
る
。

従
来
、
双
方
の
研
究
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
発
展
し
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
研
究
動
向
の
背
景
に
は
、
果
た
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
は
資
質
と
行
動
の
い
ず
れ
か
一
方
で
あ
る
と
い
う
二
律
背
反
的
な
前
提
認
識
が
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
あ
る
人
物
の
行
動
の
特
徴
と
は
、
多
分
に
そ
の
人
物
の
性
格
（
各
R
R
Z
E
E
W
ω
）
を
中
心
と
し
た
資
質

2
5
5
に
規

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
論
ず
る
際
に
は
、
そ
れ
が
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
統
治
下
に

あ
る
人
々
に
対
す
る
よ
り
公
式
な
権
力
を
行
使
す
る
活
動
で
あ
り
、
そ
の
影
響
が
よ
り
直
接
的
に
被
支
配
者
の
生
殺
与
奪
に
関
わ
る

（

3
）
 

活
動
で
あ
る
た
め
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
人
間
的
要
素
が
多
分
に
大
き
く
影
響
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本

質
を
論
ず
る
研
究
は
、
従
来
の
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
双
方
を
統
合
す
る
方
向
で
展
開
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
な
か
ん
ず
く
そ
れ
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
的
要
素
の
是
非
を
分
析
す
る
研
究
に
帰
着
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
精
神
分
析
（
司
喝
の

v
g
g
q巴
ω
）
や
社
会
心
理
学
（

ω
S
E

3ヌ
gzm可
）
の
分
野
で
開
発
さ
れ
た
「
エ
ゴ
グ
ラ
ム
（
自
我
状
態
の
モ
デ
ル
）
」
を
用
い
て
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ

（

4
）
 

2
3
0
）
を
特
定
化
す
る
た
め
の
理
論
的
定
式
化
を
試
行
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
第
二
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
（
ω
Eロ）

に
関
す
る
モ
デ
リ
ン
グ
を
展
開
す
る
。
な
お
、
筆
者
は
こ
う
し
た
研
究
を
ミ
ク
ロ
国
際
政
治
理
論
に
お
け
る
「
政
治
的
決
定
作
成

302 

者
」
に
関
す
る
議
論
の
研
究
領
域
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。



2 

第
一
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
モ
デ
リ
ン
グ

（

1
）
 

第
一
次
的
要
素
と
第
二
次
的
要
素

と
こ
ろ
で
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
要
素
に
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
し
て
い
る
第
一
次
的
ま

た
は
先
天
的
（
宮
Z
B
E
2
S
E
E－
）
な
要
素
と
、
彼
も
し
く
は
彼
女
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
獲
得
す
る
第
二
次
的
ま
た
は
後

（

5
）
 

天
的
（
忠
告
可
色
。
叫
旬
。
ω
Z
E
o号
可
）
な
要
素
の
二
種
類
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ

を
特
定
化
す
る
要
素
で
あ
り
、
後
者
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
ま
ず
、

P
L
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、

B
を
政
治
的
リ
l
ダ

ー
の
行
動
的
要
素
、

T
を
当
該
人
物
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
的
要
素
と
す
れ
ば
、

司円、

H
∞
＋
同
，

と
表
記
で
き
る
。
次
に
、

P
L
T
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
を
特
定
化
す
る
要
素
と
し
、

P
L
S
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

政治的リーダーシップの理論

の
ス
キ
ル
を
構
成
す
る
要
素
と
す
れ
ば
、

吋
H
同

vFJ『
＋
司
円
、

ω

（

N
l
H）
 

と
表
記
で
き
る
。
さ
ら
に
、
右
記
（
N
l
H
）
を
分
解
し
、

N
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
先
天
的
な
要
素
、

A
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
後
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天
的
な
要
素
と
す
れ
ば
、

T
で
あ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
的
な
要
素
は
、
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同
M
H
K
J「

H
同
（

Z）

（

N
l
N）
 

同

M
F
ω
H同
（

K
F）

（

N
l
ω
）
 

と
い
う
連
立
方
程
式
で
表
記
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
こ
れ
ら
二
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
の
中
で
、
そ
の
第
一
次
的
要
素
を
表
す
右
記
（
N
l
N
）
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
こ
れ
は
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
先
天
的
な
要
素
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
人
の
努
力
に
よ
っ

て
な
か
な
か
変
え
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
時
代
状
況
や
環
境
的
条
件
に
適
合
性
を
有
す
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
成
り
得
る
か
否
か
が
判
定

で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
決
定
的
に
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
し
か
る
後
に
、
第
二
次
的
要
素
を
表
す
右
記
（
N
l
ω

）
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

（

2）
 

自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

と
こ
ろ
で
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
の
第
一
次
的
要
素
の
種
類
に
よ
り
、
「
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
（

nsszoU包
2
）
」
、
「
管
理

型
リ
ー
ダ
ー
（
〉
門

E
E笠
gzdo
。円一宮

gmmo巴
mwHU包
2
）
」
、
「
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
（
ω
ヨロ
σ。出。

Z
包
2
）
」
の
一
二
つ
の
タ
イ
プ
に

（

6
）
 

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
新
規
の
制
度
開
発
や
国
家
社
会
の
建
設
に
自
己
の
能
力
を
発
揮
す

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
既
存
の
制
度
運
用
や
国
家
社
会
の
効
率
的
運
営
に
自
己
の
能
力
を
発
揮
す
る

タ
イ
プ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
と
は
、
確
固
と
し
た
基
盤
を
有
す
る
成
熟
し
た
国
家
や
社
会
に
お
い
て
、
伝
統
的
な

価
値
観
や
国
民
の
忠
誠
心
を
確
立
す
る
過
程
で
そ
の
存
在
が
効
果
を
発
揮
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。



こ
う
し
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
三
つ
の
タ
イ
プ
は
、
精
神
分
析
や
社
会
心
理
学
に
お
け
る
交
流
分
析
の
自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル

た
る
「
子
供
（
n
E
E）
」
、
「
大
人
（
〉
含
】
件
）
」
、
「
親
（

3
3己
）
」
と
い
う
人
間
の
三
つ
の
性
格
要
素
に
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
と
考
え

（

7
）
 

ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
創
造
性
の
要
素
と
は
、
将
来
の
あ
る
子
供
が
自
己
お
よ
び
他
者
に
対
し
て
理
想
や
夢
を
抱
く
感
性
と
密
接
な

関
連
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
管
理
性
の
要
素
と
は
、
成
熟
し
た
大
人
が
自
己
お
よ
び
他
者
な
ら
び
に
周
囲
の
環
境
を
安
定

的
か
つ
効
率
的
に
整
備
す
る
感
性
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
象
徴
性
の
要
素
と
は
、
親
が
自
己
の
保
護
下
に

あ
る
他
者
か
ら
の
信
頼
の
基
盤
と
し
て
存
在
す
る
感
性
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
該
政
治

的
リ
ー
ダ
ー
が
い
か
な
る
種
類
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
か
は
、
エ
ゴ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。一

人
の
人
聞
が
こ
れ
ら
三
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合
で
組
み
合
わ
せ
た
人
格
を
有
す
る
の
と
同
様
に
し
て
、

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
う
し
た
一
二
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合
で
組
み
合
わ
せ
た
性
格
を
同
時
的
に
併
せ
持
っ
て
い
る
。
た
だ

ま
た
、

一
人
の

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
他
の
タ
イ
プ
の
要
素
を
も
同
時
的
に
併
せ
持
つ
が
、
自
己
の
タ
イ
プ
の
要
素
を

と
り
わ
け
最
も
多
く
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
素
直
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
正
確
を
期
す
た
め
に
定
式
化
を
し
て
お
く
と
、

政治的リーダーシップの理論

Z
H同
（
（

vw
冨
い
）

Hmw（わ）＋
σ（宮）＋の（
ω）

（

N
l品）

と
な
る
。
（
N
ム
）
を
「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
タ
イ
プ
）
関
数
・
そ
の

1
」
と
す
る
。
た
だ
し
、

N
は
先
ほ
ど
と
同
様
に
先
天

S
は
象
徴
的
要
素
を
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
係
数

a
、

305 

的
要
素
の
総
計
で
あ
り
、
以
下
、

C
は
創
造
的
要
素
、

M
は
管
理
的
要
素
、



、

L
U
 

c
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
人
格
の
中
で
占
め
る
割
合
を
表
し
て
お
り
、
こ
れ
は
既
述
の
エ
ゴ
グ
ラ

306 
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ム
分
析
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
よ
っ
て
、
必
然
的
に
こ
の
方
程
式
に
は
、

ω
＋
σ
＋の
H

一戸

と
い
う
条
件
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
各
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
は
、

C
タ
イ
プ
…

ω
Vの
V
ダ

何
回

V
（の＋

σ）

M
タ
イ
プ
一

σ
Vの
V
P

σ
V（の＋
ω）

S
タ
イ
プ
一
の
V
σ
v
p

。V（

σ＋
ω）

（

8
）
 

と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
三
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
類
型
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
優
劣
を
意
味
す
る
概
念
で
は
な
い
。
ま
た
、
ど
の
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

に
ふ
さ
わ
し
い
か
は
、
当
該
国
家
や
当
該
社
会
が
置
か
れ
て
い
る
時
代
状
況
や
国
際
関
係
な
ど
の
環
境
的
要
素
に
依
存
す
る
。
そ
の

よ
う
な
環
境
と
合
わ
な
い
タ
イ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
が
輩
出
す
る
と
、
当
該
国
家
や
当
該
社
会
に
適
性
の
な
い
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（

9
）
 

の
歪
み
に
由
来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
噴
出
す
る
。

ま
た
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
が
国
家
や
社
会
の
建
設
や
新
し
い
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
に
適
性
を
有
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
や
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
は
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
制
度
的
枠
組
み
を
よ
り
効
率
的
か
つ
安
定



的
に
運
営
す
る
こ
と
に
適
性
を
有
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
三
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
は
、
国
家

や
社
会
の
発
展
段
階
と
し
て
の
建
設
期
ま
た
は
再
構
築
期
、
発
展
期
、
成
熟
期
に
そ
れ
ぞ
れ
適
性
を
持
っ
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
種

類
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
る
順
序
は
、

C
型、

M
型、

S
型
の
順
で
あ
る
こ
と
が
自
然
と
い
え
る
。

な
お
、
い
わ
ゆ
る
「
複
合
的
相
互
依
存
（
。
。
B
Z
R
F
Z
E
8
0
E
8
8）
」
が
拡
大
・
深
化
し
た
状
況
に
あ
る
今
日
の
国
際
関
係

に
お
い
て
は
、
国
際
情
勢
は
覇
権
国
の
覇
権
体
制
（

Z
m
o
s
s可
）
が
盛
衰
す
る
ス
テ
ー
ジ
と
連
関
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
で
は
国
際
情
勢
の
推
移
を
覇
権
国
の
覇
権
力
盛
衰
の
諸
段
階
（
覇
権
の
交
代
期
ま
た
は
再
構
築
期
、
発
展
期
、
成
熟
期
）
と
し
て
認

（叩）

識
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（3
）
自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
と
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化

さ
て
、
前
節
で
は
自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
類
型
化
を
試
行
し
た
が
、
こ
こ
で
は
新
た
に
、

（日）

自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
を
用
い
て
こ
れ
を
改
訂
す
る
。
機
能
モ
デ
ル
で
は
、
従
来
は
各
一
つ
ず
つ
設
定
さ
れ
て
い
た
「
子
供
」
と

「
親
」
の
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
分
化
し
、
構
造
モ
デ
ル
に
お
け
る
三
つ
の
性
格
要
素
に
よ
る
分
析
に
対
し
て
、
よ
り
多
く
五
つ
の
性
格

要
素
に
よ
っ
て
分
析
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
。

政治的リーダーシップの理論

ま
ず
、
「
自
由
な
子
供
（
司
3
0
n
E
E）
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
子
供
が
有
す
る
気
質
の
う
ち
で
、
特
に
自
由
悶
達
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ
り
、
本
人
の
自
主
的
か
つ
積
極
的
な
意
志
に
よ
っ
て
行
動
選
択
を
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い

る
。
次
に
、
「
従
順
な
子
供
（
〉
念
宮
色
。
E
E）
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
子
供
が
有
す
る
気
質
の
う
ち
で
、
特
に
親
を
は
じ
め
と
す
る

目
上
の
者
の
い
う
こ
と
に
素
直
に
従
う
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ
り
、
他
者
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
示
を
率
直
に
受
け
入

れ
る
行
動
選
択
を
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
厳
格
な
親
（
の
ユ

ts－3
5
E）
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
親
が
有
す
る
気
質

の
う
ち
で
、
特
に
子
供
や
後
輩
な
ど
を
厳
し
く
指
導
す
る
父
親
的
な
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ
り
、
厳
格
で
頼
り
が
い
の
あ
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る
男
性
的
な
行
動
選
択
を
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
寛
容
な
親
（
Z
ロユ
R
E
m
g
z
zこ
で
あ
り
、
こ
れ
は
親
が

有
す
る
気
質
の
う
ち
で
、
特
に
子
供
や
後
輩
な
ど
を
優
し
く
手
ほ
ど
き
し
て
保
護
す
る
母
親
的
な
側
面
を
念
頭
に
置
い
た
要
素
で
あ

り
、
寛
容
で
世
話
好
き
な
女
性
的
な
行
動
を
選
択
す
る
性
格
を
表
現
し
て
い
る
。
最
後
に
、
大
人
（
〉
含
ロ
）
は
構
造
モ
デ
ル
と
同

様
に
一
つ
の
設
定
で
あ
る
。

308 

次
に
、
以
上
の
よ
う
な
機
能
モ
デ
ル
に
示
さ
れ
た
五
つ
の
性
格
要
素
を
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
諸
要
素
に
置
き

換
え
て
翻
訳
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

①
「
自
由
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
（

F
s
p
g
t
d
o
U包
2
）
」
と
し
て
の
要
素

国
家
が
構
造
的
な
改
革
や
新
し
い
制
度
の
創
設
な
ど
を
遂
行
し
て
い
く
際
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
こ
の
要
素
の
値
が
高
い
こ

と
は
必
須
条
件
で
あ
る
。
草
創
期
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
最
も
必
要
な
将
来
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
生
み
出
す
力
を
多
く
有
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
を
越
せ
ば
理
想
論
ば
か
り
を
唱
え
、
国
民
を
景
気
の
良
い
お
祭
り
騒
ぎ
に
ば
か
り
扇
動
し
つ
つ
、
う
ま
く

い
か
な
い
と
す
べ
て
を
放
り
出
す
無
責
任
な
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
素
直
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
（
。

z
e
o
E
n
B巳
2
0
F
g母
円
）
」
と
し
て
の
要
素

② 政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
最
も
必
要
不
可
欠
な
要
素
が
こ
れ
で
あ
り
、
他
者
か
ら
の
異
な
る
意
見
や
批
判
に
耳
を
傾
け
る
融
通

性
と
、
納
得
す
れ
ば
そ
れ
を
受
容
す
る
素
直
さ
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
と
し
て
民
主
主
義
的
な
政
治
過
程

が
実
現
さ
れ
て
い
る
政
治
体
制
に
お
い
て
は
、
こ
の
値
が
高
い
こ
と
は
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
重
要
な
要
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
度
を
越
せ
ば
他
者
の
異
論
に
右
往
左
往
し
て
優
柔
不
断
と
な
り
、
政
治
の
混
乱
を
招
く
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

③
「
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
（
〉
品
目
宮
町
可
巳
Z
o
Z包
2
）
」
と
し
て
の
要
素

こ
の
要
素
が
高
い
こ
と
は
、
す
で
に
出
来
あ
が
っ
て
い
る
体
制
を
維
持
し
て
い
く
役
割
を
担
う
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
は
最
も



有
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
本
人
が
有
能
か
つ
冷
徹
で
合
理
的
な
判
断
を
下
せ
る
能
力
や
性
格
を
有
し
て
い
る
た
め
、
度

が
過
ぎ
れ
ば
他
者
へ
の
思
い
や
り
ゃ
弱
者
に
対
す
る
愛
情
が
不
足
し
た
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
創
造
性

の
あ
る
仕
事
に
は
比
較
的
不
向
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
リ
ー
ダ
ー
の
補
佐
役
と
し
て
の
立
場
が
似
合
う
タ
イ
プ
で
あ
る
。
政
治
的
リ
ー

ダ
ー
よ
り
も
、
む
し
ろ
官
僚
・
役
人
に
適
し
た
タ
イ
プ
と
し
て
の
要
素
が
大
き
い
と
い
え
る
。

④
「
厳
格
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
（

P
E
S－
a
s
g－
片
岡
、
。
包

2
）
」
と
し
て
の
要
素

こ
の
要
素
が
高
い
値
で
あ
る
こ
と
は
、
人
々
を
引
っ
張
っ
て
い
く
立
場
に
あ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
は
い
か
な
る
環
境
に

お
い
て
も
必
要
で
あ
る
。
規
律
と
秩
序
を
重
ん
じ
る
心
情
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
有
す
る
べ
き
倫
理
性
の
精
神
を
構
成
す
る
要
素

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
が
過
ぎ
れ
ば
独
裁
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
警
察
国
家
化
を
招
く
タ
イ
プ
に
変
容
す
る
可

能
性
が
あ
る
。

⑤
 

政治的リーダーシップの理論

「
寛
容
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
（
Z
ロ
ユ
ロ
江
口
問
∞
可

E
g－－。
F
g島
常
）
」
と
し
て
の
要
素

こ
の
要
素
が
高
い
値
で
あ
る
こ
と
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
い
か
な
る
環
境
に
お
い
て
も
必
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
寛

容
と
慈
悲
の
心
情
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
有
す
る
べ
き
博
愛
の
精
神
を
構
成
す
る
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
度
を
越
せ
ば

弱
者
・
貧
者
の
救
済
・
福
祉
に
ば
か
り
気
を
取
ら
れ
、
国
家
の
舵
取
り
に
と
っ
て
重
要
な
現
実
主
義
的
な
外
交
や
安
全
保
障
へ
の
気

配
り
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
先
ほ
ど
の
構
造
モ
デ
ル
の
場
合
と
同
様
に
し
て
、

で
組
み
合
わ
せ
た
人
格
を
有
す
る
の
と
同
様
に
し
て
、
一
人
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
こ
う
し
た
五
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合

で
組
み
合
わ
せ
た
性
格
を
同
時
的
に
併
せ
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
は
、
他
の
タ
イ
プ
の
要

素
を
も
同
時
的
に
併
せ
持
つ
が
、
自
己
の
タ
イ
プ
の
要
素
を
と
り
わ
け
最
も
多
く
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

一
人
の
人
聞
が
こ
れ
ら
五
つ
の
要
素
を
さ
ま
ざ
ま
な
割
合
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先
ほ
ど
と
同
様
に
し
て
、
こ
こ
で
正
確
を
期
す
た
め
に
定
式
化
を
し
て
お
く
。

N
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
先
天
的
要
素
の
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M
を
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
、

310 

C
Sを
厳
格
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
、

総
計
と
し
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
F
C
を
自
由
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
、

O
C
を
素
直
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
、

N
S
を
寛
容
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
の
各
要
素
と
す
る
と
、

Z
H同
（
司
（
V

・0
ハvw
宮
．
。
ω
・Zω

）

Hmw（司わ）＋
V
（
。
。
）
＋
の
（
冨
）
＋
色
（
の
ω
）＋
σ（Zω
）

（

N
l
m）
 

と
な
る
。
（
N
！
日
）
を
「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
タ
イ
プ
）
関
数
・
そ
の

2
」
と
す
る
。
た
だ
し
、
係
数

a
、
b 

c 、

d 

e 

は
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
が
人
格
の
中
で
占
め
る
割
合
を
表
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
が
エ
ゴ
グ
ラ
ム
分
析
に
よ
っ
て
判
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
。
よ
っ
て
、
必
然
的
に
こ
の
方
程
式
に
は
、

mw
＋
σ＋
の
＋
色
＋
O
H
H

と
い
う
条
件
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
各
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
は
、

F
C
タ
イ
プ
一

m
V
σ
v
o
V仏
V
P

O
C
タ
イ
プ
一

σ
v
m
V色
v
o
v
p

M
タ
イ
プ

。V
色

V
σ
v
o
v
p

C
S
タ
イ
プ
一
色

v
o
Vの
V
σ
v
p

mwV
（σ
＋
o
＋
色
＋
の
）

V
V（ω
＋
品
＋
o
＋の）

。V
（σ
＋門戸＋
σ
＋
mw）

島一

V
（σ
＋
の
＋

σ＋
ω）



N
S
タ
イ
プ
一
。

V
色

V
。

vvvp
。V
（
仏
＋
の
＋

σ＋
ω）

と
い
う
条
件
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
こ
こ
で
こ
う
し
た
五
つ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
タ
イ
プ
を
用
い
て
そ
の
望
ま
し
い
継
承
順
序
を
考
え
る
と
、

F
C型、

A

N
S型
の
順
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
国
家
や
社
会
の
建
設
期
ま
た
は
再
構
築
期
、
確
立
期
、
発
展

期
、
安
定
期
、
衰
退
期
に
対
応
す
る
。
ま
た
、
や
は
り
国
際
情
勢
の
推
移
は
覇
権
国
の
覇
権
力
盛
衰
の
諸
段
階
（
覇
権
の
交
代
期
ま

C
型、

M
型、

C
S
型、

た
は
再
構
築
期
、
確
立
期
、
発
展
期
、
安
定
期
、
衰
退
期
）
と
し
て
認
識
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
構
造
モ
デ
ル
に
基
づ
く
三
タ
イ
プ
と
比
較
し
て
、
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
と
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
が
果
た
す
べ
き
役
割

の
期
間
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
素
直
な
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
も
の
が
「
自
由
な
創
造
型

リ
ー
ダ
ー
」
と
「
管
理
型
リ
ー
ダ
ー
」
と
の
間
の
中
継
ぎ
役
と
し
て
、
ま
た
、
「
厳
格
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
」
と
い
う
も
の
が
「
管

理
型
リ
ー
ダ
ー
」
と
「
寛
容
な
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
」
と
の
問
の
中
継
ぎ
役
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
有
効
か
つ
旺
盛
な
る
能
力
を
発
揮
す

（臼）

る
タ
イ
プ
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

政治的リーダーシップの理論

3 

第
二
次
的
要
素
に
よ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
モ
デ
リ
ン
グ

（

1）
 

第
二
次
的
要
素
と
し
て
の
知
性
と
徳
性

前
章
に
お
け
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
タ
イ
プ
の
特
定
化
に
関
す
る
議
論
を
受
け
て
、
本
章
で
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
を
構
成
す
る
第
二
次
的
な
要
素
で
あ
る
「
知
性

2
z
o

－－0
2）
」
と
「
徳
性
（
乱
立

5
）
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
要
素

は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
ス
キ
ル
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
技
量
を
表
す
概
念
と
し
て
解
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釈
で
き
る
。
ま
た
、
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
成
長
す
る
過
程
で
獲
得
し
て
い
く
後
天
的
な
要
素
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
本
人
の
努
力

に
よ
っ
て
そ
の
多
く
を
培
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
い
え
ば
、
本
人
の
努
力
な
し
に
は
培
う
こ
と
が
で
き
に
く
い
も
の

312 

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
い
う
「
知
性
」
と
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
獲
得
す
る
知
識
や
技
術
の
こ
と
で
あ
る
。

特
に
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
場
合
に
は
、
政
治
家
と
し
て
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
社
会
効
率
に
関
す
る
知
識
、
す
な
わ
ち
、
集
団
統
制

の
技
量
、
問
題
認
識
の
能
力
、
政
策
立
案
の
才
能
、
論
理
的
思
考
の
力
量
、
自
説
主
張
の
表
現
力
な
ど
が
該
当
す
る
。
こ
う
し
た
能

力
は
、
主
と
し
て
社
会
科
学
お
よ
び
自
然
科
学
の
学
問
的
訓
練
と
と
も
に
、
社
会
経
験
や
家
庭
環
境
な
ど
の
要
因
に
よ
っ
て
育
成
さ

れ
る
。同

様
に
し
て
、
こ
こ
で
い
う
「
徳
性
」
と
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
成
長
し
て
い
く
過
程
で
身
に
付
け
る
仁
徳
や
人
格
の
こ
と
で
あ

る
。
特
に
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
場
合
に
は
、
政
治
家
と
し
て
の
職
務
に
携
わ
る
者
に
必
要
な
社
会
正
義
に
関
す
る
倫
理
感
、
す
な
わ

ち
、
感
情
抑
制
の
理
性
、
社
会
的
厚
生
の
観
念
、
弱
者
救
済
の
理
念
、
慈
悲
博
愛
の
精
神
、
自
己
犠
牲
の
意
識
な
ど
が
該
当
す
る
。

こ
う
し
た
能
力
は
、
主
と
し
て
社
会
科
学
お
よ
び
人
文
科
学
の
学
問
的
訓
練
と
と
も
に
、
や
は
り
「
知
性
」
の
場
合
と
同
様
に
し
て
、

社
会
経
験
や
家
庭
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
る
。

や
は
り
正
確
を
期
す
た
め
に
以
上
の
議
論
を
定
式
化
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、

A
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
後
天
的
要
素
の
総
計
、
ー

を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
知
性
的
要
素
、

V
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
徳
性
要
素
と
し
、
ー
と
V
は
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
独
立
し

た
変
数
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、

k
r
H同
（
H
W

〈）

（

ω
l
H）
 



政治的リーダーシップ（スキル）関数の図式化

と
い
う
関
数
を
設
定
で
き
る
。
こ
の

（

ω
l
H
）
を
「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー

図1

シ
ッ
プ
（
ス
キ
ル
）
関
数
」
と
す
る

D

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
第
二
次
的
要
素
の
極
大
化

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
知
性
と
徳
性
と
い
う
要
素
は
、

当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
努
力
に
よ
っ
て
一
定
限
度
ま
で
増
大
さ
せ
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
り
、
ゆ
え
に
、
そ
れ
は

（

2）
 

「
最
大
値
」
な
ら
ぬ
「
極
大
値
」
を
取
る
曲
面
と
し
て
数
学
的
に
定
式

化
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
1
参
照
）
。

そ
こ
で
、
再
び
正
確
を
期
す
た
め
に
、

ー
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
知

A

V

を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
徳
性
的
要
素
と
し
て
、
こ
れ
ら

（日）

の
諸
要
素
の
関
係
を
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
理
論
に
お
け
る
標
準
的
な
「
生
産
関
数
」
に
な
ら
っ
て
特
定
化
し
て
表
す
と
す
れ
ば
、

政治的リーダーシップの理論

k
r
H同
（
戸
〈
）

H
守
・
〈
v

と
な
る
。
こ
の
関
数
を
偏
微
分
す
れ
ば
、

ωkr 

H
｜
｜

H
〈
f
色白
l
H

匂
同

性
的
要
素
、

（

ω
l
N）
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匂
〉

「
！
｜

H
H
f
σ
ぢ

l
H

匂〈

314 

と
な
る
。
よ
っ
て
、
極
大
ま
た
は
極
小
の
条
件
は
、

m
w
H曲

l
H

・〈
v
H
O

（

ωlω
）
 

σ〈
7
H・守
H
O

（

ωlhH）
 

と
な
り
、
上
記
（
ω
l
ω
）
お
よ
び

（
ω
l
品
）
が
同
時
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
極
大
値
を
有
す
る

凸
型
の
曲
面
を
想
定
し
て
い
る
た
め
、
以
上
の
議
論
を
よ
り
一
般
的
に
定
式
化
し
つ
つ
、
今
度
は
極
大
と
極
小
の
い
ず
れ
か
を
判
別

す
る
基
準
を
導
出
す
る
。
ま
ず
、
上
式
（
ω
l
ω
）
（
ω
l
仏
）
を
意
味
す
る
ぞ
臼
お
よ
び
宅
匂
〈
（
1
階
の
I
お
よ
び
V
の
偏
導
関
数
）
を
、

さ
ら
に
も
う
一
度
I
と
V
に
つ
い
て
偏
微
分
す
る
と
、

ミ｜ω司ア当｜ω司ア

言i主宅~~~~~
川a 糾~ n＂判＋

示~ ~ ~ 
F 日 F 也 ..... 

－ ~ιQ.)1ムーFナム1·~

司ま司法~I~弓｜メ

（

ω
l
m）

 

（

ω
l
a）

 

と
な
る
。
こ
れ
ら
の

2
階
の
偏
導
関
数
の
う
ち
で

（
ω
l
m
）
と
（
ω
l
a
）
は
交
差
導
関
数
で
あ
る
か
ら
、
も
し
両
者
が
連
続
で
あ
れ



ば匂
N
K
F

匂
N
K
F

匂
．
〈
匂
同
匂
．
〈
包

が
成
立
し
（
い
わ
ゆ
る
「
ヤ
ン
グ
の
定
理
」
）
、
極
大
ま
た
は
極
小
の
判
別
が
可
能
と
な
る
。
ま
ず
、
極
大
条
件
は
、

匂
N
K
F

匂
N
K
F

ー

l

叶
八
C
M
O
M
Q
｜

J
八
o

q』
F

q

d

『

次
に
、
極
小
条
件
は
、

匂
N
K
F

匂
N
K
F

1
4
v
o
u
O
M
G｜
J
v
o
 

q』
F

Q

4

（

ω
l
吋）

（

ω
1
∞） 

と
に
な
る
。

つ
ま
り
、

と
な
る
。
こ
れ
に
、
極
値
条
件
と
し
て
の
下
記
を
加
え
れ
ば
、
そ
れ
が
単
に
変
曲
点
で
は
な
く
極
点
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ

政治的リーダーシップの理論

匂
N
K
F
A
W
N
K
F

匂

匂

〉

l
l－
－

－

V
（
｜
｜
（
｜
｜
）
）

N
 

包
N

匂
〈
N

匂
．
〈
匂
阿

で
あ
り
、
上
式
（
ω
l
吋）（
ω
l
∞）（
ω
l
匂）

（

ω
1
匂）

（

M
）
 

の
同
時
成
立
が
極
大
ま
た
は
極
小
の
条
件
と
な
る
。
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（

3）
 

制
約
条
件
を
付
加
し
た
モ
デ
ル
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と
こ
ろ
で
、
知
性
や
徳
性
な
ど
の
要
素
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
年
齢
宙
開
。
）
や
収
入
（
E
8
B
O）
な
ど
と
い
っ
た
諸
要
因
に

よ
る
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
知
性
や
徳
性
の
大
き
さ
は
、
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
年
齢
の
経
過
や
教

（日）

育
機
会
の
拡
大
な
ど
と
と
も
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
費
用
（

g
E）
と
も
い
う
べ
き
要
素
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
も
し
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
「
合
理
的
行
為
者
」
で
あ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
知
性
I
、
徳
性
V
の
二
つ
の
ス
キ
ル
要
素
を
で

き
る
だ
け
少
な
い
費
用
で
可
能
な
限
り
増
加
さ
せ
る
努
力
を
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
さ
ら
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
限
ら
ず
、
社
会

的
動
物
で
あ
る
人
聞
が
こ
う
し
た
ス
キ
ル
要
素
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、
時
間
・
学
習
・
経
験
な
ど
の
相
応
の
費
用
が
か
か
る
た

め
、
そ
れ
ら
は
収
入
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
目
的
関
数
を
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ

プ
（
ス
キ
ル
）
関
数
と
し
、
制
約
条
件
を
費
用
関
数
と
す
る
「
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
未
定
乗
数
法
」
に
な
ら
っ
た
最
大
化
問
題
を
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
、

V
を
徳
性
的
要
素
、

C
を
総
費
用
、

I
と
V
は
相
互
に
独
立
し
た
変
数
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、

ωを
徳
性
増
大
の
た
め
の

ー
を
知
性
的
要
素
、

rを
知
性
増
大
の
た
め
の
費
用
、

費
用
と
し
、

目
的
関
数

k
r
H
同
（
戸
〈
）

制
約
条
件

（

V
H可
・
同
・
十

e〈

と
な
り
、
こ
こ
で
上
記
の
制
約
条
件
の
式
を
操
作
し
て
、

。ーユ
l
e〈
H
O



と
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

k

〆
H
同
（
H

・
〈
）
＋
え
の
ー
ユ
l
e〈）

の
形
式
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
関
数
を
設
定
で
き
る
。
こ
れ
を

I
、

い
）
、
各
偏
導
関
数
は
、

割ま刻主判ま
｜｜｜｜｜｜ 

「＇） Q)I（＂、、 Q)IQ)
｜〈｜高 1-41同

ユ｜｜
I ；：...，匂e € . 

〈

政治的リーダーシップの理論

V
、

A
で
そ
れ
ぞ
れ
偏
微
分
す
る
と
（
C
は
総
費
用
の
た
め
定
数
扱

（

ω
l
H
C）
 

（

ω
l
］己）

（

ω
l
H
N）
 

と
な
る
。
ち
な
み
に
、
こ
こ
で
は
よ
り
一
般
的
な
議
論
を
想
定
し
て
い
る
ゆ
え
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
ス
キ
ル
）
関
数
を
特
定
化
し

て
い
な
い
た
め
、
費
用
1
単
位
あ
た
り
を
増
加
さ
せ
た
場
合
の
知
性
の
増
加
分
と
徳
性
の
増
加
分
を
そ
れ
ぞ
れ
、

....... ..... 
｜｜ 

Q)IQ) 
』『l』h

、

匂

］

市

2
H則
訓
刊

（

ω
l
H
ω
）
 

（

ω
l
一区）
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318 

と
お
け
ば
（
経
済
学
的
な
用
語
で
い
え
ば
限
界
的
な
増
分
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
限
界
生
産
力
）
、
あ
と
は
右
記
（
ω
l
Z）（
ω
l
E）
の
各
式

を
右
記
（
ω
1
5）（
ωー
ロ
）
（
ωlHN）
の
各
式
に
代
入
し
て
左
記
（
ωlHm）（
ω
l忌
）
（
ω
l見
）
を
得
た
上
で
、
こ
の
連
立
方
程
式
を

解
け
ば
良
い
。

片
山

lLP可－
H
O

（

ωlHm） 

－Zl
h
e
H
O
 

（

ωl］

5）
 

。l可
】

l
e〈
H
O

（

ωl］ミ）

以
上
の
操
作
の
結
果
、
左
記
（
ωlH∞
）
が
得
ら
れ
る
。

〉，

｜｜ 

可｜ロ3

｜｜ 

ε｜守

（

ωlH∞） 

こ
れ
に
よ
っ
て
、

A
と
知
性
や
徳
性
の
限
界
的
な
増
加
分
お
よ
び
そ
れ
ら
の
各
費
用
に
つ
い
て

（ωlH∞
）
が
成
り
立
つ
。
し
た

が
っ
て
、
（
ωlH∞
）
お
よ
び
（
ω
l口
）
が
制
約
付
き
最
大
化
の
条
件
と
な
る
。
さ
ら
に
、
も
し
も
知
性
や
徳
性
を
構
成
す
る
要
素
の

種
類
が
多
数
で
あ
り
、
そ
の
数
量
を
《

F
F
・－：：－

P
、
そ
の
費
用
を

p
・
p
・－：：－

P
と
す
れ
ば
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

（
ス
キ
ル
）
関
数
は
、

同M
F
ω
H
同（
G
H
－S
M
・：：：・直ロ）



と
な
り
、
こ
こ
で
各
要
素
の
限
界
的
な
増
加
分
を
同
H

・
P
・－：：

λ
ロ
と
す
れ
ば
、

〉，

II 

01'=' 
II 

Qlt;:t> 
｜｜ 

Qj~ 

が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

4 

結

論

政治的リーダーシップの理論

①
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
研
究
は
、
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
統
合
す
る
方
向
で
な
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
、
特
に
そ
れ
は
人
間
行
動
の
源
泉
で
あ
る
と
こ
ろ
の
資
質
分
析
に
帰
着
す
る
。

②
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
は
、
当
該
リ
ー
ダ
ー
が
第
一
次
的
（
先
天
的
）
に
有
す
る
要
素
と
、
第
二
次
的
（
後
天
的
）
に
獲
得

す
る
要
素
の
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。

③
第
一
次
的
要
素
に
つ
い
て
、
自
我
状
態
の
構
造
モ
デ
ル
の
考
え
方
に
基
づ
け
ば
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
創
造
型
、
管
理
型
、

象
徴
型
の
三
つ
の
種
類
が
あ
り
、
ど
の
タ
イ
プ
が
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
か
は
当
該
リ
ー
ダ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
が
い
か
な
る

状
況
に
あ
る
か
に
依
存
す
る
。

④
自
我
状
態
の
機
能
モ
デ
ル
の
考
え
方
を
加
味
す
る
と
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
種
類
は
、
自
由
な
創
造
型
、
素
直
な
創
造
型
、
管
理

型
、
厳
格
な
象
徴
型
、
寛
容
な
象
徴
型
の
五
つ
に
類
型
化
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
連
携
の
順
序
は
や
は
り
当
該
リ
ー
ダ
ー
を
取
り

巻
く
環
境
に
依
存
す
る
。
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⑤
第
二
次
的
要
素
か
ら
考
え
る
と
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
が
後
天
的
に
獲
得
す
る
要
素
に
は
知
性
と
徳
性
の
二
つ
の
種
類
が
あ
る
。
こ

れ
ら
の
要
素
は
、
第
一
次
的
要
素
が
当
該
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
努
力
に
よ
っ
て
変
化
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
人

の
努
力
に
よ
っ
て
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
な
要
素
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
り
、
特
に
年
齢
や
教
育
機
会
な
ど
の
費
用

320 

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
制
約
を
受
け
る
。

加
え
て
、
本
稿
の
議
論
に
は
、
①
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
各
要
素
の
取
捨
選
択
と
そ
の
内
容
の
検
討
お
よ
び
概
念
規
定
を

す
る
こ
と
、
②
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
各
要
素
の
数
量
化
を
試
行
す
る
こ
と
、
③
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を
構
成
す
る
各
要
素
間

（日）

の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

の
相
互
作
用
と
重
複
効
果
（
い
わ
ゆ
る
多
重
共
線
性
）

（1
）
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
元
来
は
歴
史
上
の
偉
大
な
政
治
家
や
皇
帝
な
ど
の
統
治
者
を
研
究
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
た
め
、

別
名
で
「
偉
人
理
論
（
の
B
巳
1
冨
g
同

d
gミ
）
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
歴
史
的
名
著
と
も
い
う
べ
き
N
・
マ
キ
ア
ヴ
エ

ッ
リ
（
河
島
英
昭
訳
）
『
君
主
論
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
）
な
ど
は
、
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

（2
）
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
代
表
的
な
業
績
と
し
て
、
岡
義
武
『
近
代
日
本
の
政
治
家
』
（
岩
波
現
代
文
庫
、
二
O
O
一
年
）
、
塚
田
富

治
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
政
治
家
列
伝
・
彼
ら
は
我
ら
の
同
時
代
人
』
（
み
す
ず
書
房
、
二

O
O
一
年
）
、
田
尾
雅
夫
「
組
織
の
心
理
学
（
新

版
）
」
（
有
斐
閣
ブ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
九
年
）
、
石
井
貫
太
郎
（
編
）
『
開
発
途
上
国
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

0
0
五
年
）
、
石
井
貫
太
郎
（
編
）
『
現
代
世
界
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
た
ち
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

O
O
八
年
）
、

J
・
S
・
ナ
イ
－

k

（
北
沢
格
訳
）
『
リ
ー
ダ
ー
パ
ワ
l
・
幻
世
紀
型
組
織
の
主
導
者
の
た
め
に
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
二

O
O
八
年
）
、
】
・
回
目
。
ロ
品
。
－
・
M
M
。，

S
片
hNNhs丸町、旬、町会一司。羽
ω昆
ωmw
の
σロ
2
巳
K
F
ロ
巳
可
也
ω・∞州
wmopHEぽ
FRω
・
忌
∞
U
J

出
・
』
・
巴
。
。
。
－
p
N
M
。
S
皆ミ

h
s号、旬、吾川一
ZO羽

田。
EN。
ロ
吉
岡
Mag
－己片可。】仙の
M
J

何
色
巧
m
E
何回
mmw円一司
E
E
Z
F
Rタ
N
O
C
H
－
司
・
開
・
の
Eω
己－
r
t同，
FO
〈

mwE品
目
与
え
冨
mgmmmwgoE吋，
E
芹

ω

問。－
m
g含
。
。
。
2
3
t
g
m
F
2
0－J
3
3
S見
M
M
旬
、
。
雪
守
宅
－

z
。・

5
・
3
・5也
l
H
5・
同
・
』
・
出
。
5
0
8色
冨
・
円
、
．
回
g
F
E
F
O包・

2
ω
E同行∞。
B
O
何
百
四
》
目
立
の
色
。
g
o吋州民営）ロ
ω
g
ι
z
o
d司
同
g
o
m吋
岳
宮
司
ゅ
の
巴
。
ロ
ω
J
。、
h
S凡

NQ泣
き
見
出
s
s
e
F
Z
0・y
H也
叶
匂
．

問者・
ω台
l

お
ω
・ロ・同－

m－B
o
z。
P
司、
q
h】
司
、
内
包
色
町
誌
な
句
輔
君
足
ミ
》
〉
阿
】
。
－
E
S－
3
三日
5
z
s
。片岡、。包
O
B
E
P
J
E。
d
E
5
2庄
司
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同40ωω
・
5
∞
叶
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
代
表
的
な
業
績
と
し
て
、
三
隅
二
不
二
『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
行

動
の
科
学
（
改
訂
版
）
」
（
有
斐
閥
、
一
九
八
四
年
）
、
』
・
呂
町
ロ

s
r
吋
を
切
ShNS．ミミ句－
s
a
Q
R
q
h
s侍
aben
〉ロ

E
Z
E
z
a
z
－－

ロ阿南可』

8
8
2
0
同
g
o
m吋の
v
p。
m
g
g－
d
巳
40吋
ω伊
丹
一
司
。
同
冨
宵
EmmHH
同J10ωω
・
5
∞
P

R
・
R
－
ブ
レ
ー
ク
、

J
・
S
・ム

1
ト
ン

（
田
中
敏
夫
・
小
宮
山
澄
子
訳
）
「
新
・
期
待
さ
れ
る
管
理
者
像
』
（
産
業
能
率
大
学
出
版
部
、
一
九
七
九
年
）
、
同
・
同
・
巴

m
w
p
g《こ・

ω・
富
。

z
g
p
M
3－を
hhhHahH穂
、
宮
町
C
立
与
の
巳
同
一
吉
σ出
島
。
。
－

w
5
2・
同
・
同
・
回
目

mW0・
8
円四〉・

kr
・
冨
の
の
ω
g
p
h
s色町
3
b
e
b
s
w遺・

5
句一の

E
F
E
E。ロタ

d

－2
d司巴
ω
8
2
E
ω
v
o
p
S
2・わ－

r
F
S
F
』・〈・

4
Eロ
ゲ
冨
・
回
・

4司
g
品
g
a
の・可－

u。
dor

－hhNahNhぬ遺
S
F
冨
の
の

5
4
T
E
－－LSω
・
p
・
H
・ハ

l
シ
l
、
K
－
H
・
ブ
ラ
ン
チ
ャ

l
ド
（
山
本
成
二
・
水
野
基
・
成
田
攻
訳
）

「
行
動
科
学
の
展
開
・
人
的
資
源
の
活
用
』
（
日
本
生
産
性
本
部
、
一
九
七
八
年
）
、
司
・
同
2
8
F
S品
開
・
国
・
巴

g
各
向
島
・

h
h
s
a
一
対
目

ミ
ミ
ミ
。

a
s
g
R
Sミ
e
p
b
e守
一
宮
富
山
口
阿
国

Z
B
S
同
g
。ロ円。。

ω
h
sロ
Z
s
i
g
－－L
∞∞∞－

R
・
リ
ッ
カ
ー
ト
（
三
隅
二
不
二

訳
）
『
経
営
の
行
動
科
学
』
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
六
四
年
）
、

K
・
レ
ヴ
ィ
ン
（
猪
俣
佐
登
留
訳
）
『
社
会
科
学
に
お
け
る
場
の
理

論
』
（
誠
信
書
房
、
一
九
七
二
年
）
、
同
－

P
』
oFロ
g
p
戸
』
・
冨

2
2
p
国
・
司
・
関
口
。
呈

2

8仏
国
・
。
・

m
m
M
g
a
w
旬、旬な遺どき丸一一旬。，

S
H滝
川
〉
ロ

H
E
g円吉
a
z
p
。。。内
qom円
司
S
V
E
ω
F
E
F
H匂
斗
少
の
・
K
F

・J
E
E・
h
s号
、
旬
、
町
会
言
。
、
h
g狩
QHb選
♂
噌
窓
口

t
g
l国
ω
F

S
∞H
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
科
学
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
河
田
潤
一
・
荒
木
義
修
（
共
編
）
「
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
政
治
心
理
学
』
（
北
樹
出
版
、
二

O
O
三
年
）
、

0
・
フ
エ
ル
ド
マ
ン
『
政
治
心
理
学
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

O
O
六
年
）
、

石
井
貫
太
郎
『
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
政
治
学
』
（
東
信
堂
、
二

O
O
四
年
）
、
同
－

n・
N
巳
opd司・司・
2
。ロ
P
同
・
冨
・
』

R
w
gロ州
w
E
Z・

』・同，
2

－51
p
品
。
同
l。
S
2
。
E
g
g
t。
ロ
自
色
刷
よ
宮
甘
巳
回

O
F
g
Z
1・
E
冨
・
。
・
国

2
5
8
p
k曲
、
告
の
ぎ
Noh

－sh
同
hRぬ
き
さ
な
S

応、、。町民同吟
hNNhS礼町
3
・司

3
0
同MgωωLSJ可
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
国
際
政
治
学
の
ミ
ク
ロ
理
論
（
外
交
政
策
論
）
に
お
け
る
数
々
の

業
績
を
遺
し
た
大
御
所
の
手
に
よ
る
の
－

u・
3
－mpMJ言
切
a§
及
、
昨
句
言
を
ミ
可
。
S
S
N
N
h
s礼
町
立
注
予
司

5
0
甲
g
p
H
S斗
は
、
本

稿
の
議
論
の
先
駆
的
業
績
と
も
い
え
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
業
績
の
サ
ー
ベ
イ
に
つ
い
て
は
、
石
井
（
二

O
O
四
）
（
前
掲
書
）
第
1
章

1
第
3
章
（
一
四

l
四
O
頁
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（3
）
国
家
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
政
治
家
と
、
官
僚
や
経
営
者
な
ど
の
他
の
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
の
相
違
や
差
異
に
関
す
る
議
論
は
、

石
井
（
二

O
O
四
）
（
前
掲
書
）
四
六
｜
四
八
頁
を
参
照
。

（4
）
エ
ゴ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に
関
す
る
政
治
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
・
エ
ゴ
グ

321 



法学研究83巻3号（2010:3) 

ラ
ム
分
析
の
応
用
試
論
」
『
目
白
大
学
人
文
学
研
究
』
第
五
号
（
八
五
九
九
頁
）
二

O
O九
年
所
収
を
参
照
。
同
稿
は
、
被
験
者
と
し
て

の
対
象
自
身
の
回
答
に
頼
ら
ず
、
周
囲
の
人
聞
が
客
観
的
に
被
験
者
を
分
析
で
き
る
手
法
の
一
例
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
。
ま
た
、
エ
ゴ

グ
ラ
ム
の
原
典
と
し
て
は
、
「
交
流
分
析
（
斗
〉
一
同
，

B
ロ
g♀
芯
ロ
巳
K
F
ロ
巴
可
也
ω
）
」
の
開
祖
で
あ
っ
た

E
・パ

l
ン
（
南
博
訳
）
『
人
生
ゲ

ー
ム
入
門
（
新
装
版
）
』
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
四
年
）
、
そ
の
弟
子
で
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
発
明
し
た

I
・
M
－
デ
ユ
セ
イ
（
池
見
酉
次

郎
監
修
・
新
里
里
春
訳
）
『
エ
ゴ
グ
ラ
ム
』
（
創
元
社
、
一
九
八

O
年）、

M
・
M
－
グ
l
ル
デ
イ
ン
グ
、

R
・
L
・
グ

I
ル
デ
イ
ン
グ

（
深
見
道
子
訳
）
「
自
己
実
現
へ
の
再
決
断
」
（
星
和
書
店
、
一
九
八

O
年
）
、
客
観
的
分
析
手
法
と
し
て
の
質
問
紙
法
を
開
発
し
た

Z
・同・

出

o
u
x
H
E
U
2色
。
古
田
o
E
。
r
w
Oロ
g
t。
ロ
包
括
さ
富

g
ω
E・0
開問。

g
a
g
d
E昨日同印。
B
O
K
F
冨】ロ

g
z。ロ
ω件。印。
amw

－mロ
品
わ
。

s・

同出
B
Z
4
0
司
ω
三
宮
可
可
J
m
A
q－－

z。・
P
E
Y也
l
H
P

］

E
J
3
・
z・
同
・
問
。
可
m
w
F
E開
目
立
巳
の
包
同
g
o阿南一の

H
H

。
ロ
開
問
。

ω
S
Z
、吋
F
o。吋可
J
M
1
k曲、－

z。・ロ－
E
Y
M
g
l
N匂

ω
L∞∞
F

I
・
ス
チ
ユ
ア
l
ト、

V
・
ジ
ョ

l
ン
ズ
（
深
見
道
子
監
訳
）
『
J「〉
J
『。ロ
kFJ同
」
（
実
務
教
育
出
版
、
一

九
九
一
年
）
、
岩
井
浩
一
・
杉
山
薫
「
質
問
紙
法
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の
臨
床
的
応
用
」
「
交
流
分
析
研
究
』
第
二
巻
一
号
（
三
sa

－
－
一
一
一
一
頁
）
一
九

九
三
年
所
収
な
ど
が
あ
る
。
な
お
、
我
が
国
の
企
業
に
お
い
て
広
く
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
心
身
健
康
管
理
に
適
用
さ
れ
た
こ
と
で
有
名
な
東

京
大
学
医
学
部
心
療
内
科
（
編
）
『
新
版
エ
ゴ
グ
ラ
ム
・
パ
タ
ー
ン
・

T
E
G
（
東
大
式
エ
ゴ
グ
ラ
ム
）
第
二
版
に
よ
る
性
格
分
析
』
（
金

子
書
房
、
一
九
九
三
年
）
と
東
京
大
学
医
学
部
心
療
内
科
（
編
）
『
新
版
T
E
G
E
・
解
説
と
エ
ゴ
グ
ラ
ム
・
パ
タ
ー
ン
』
（
金
子
書
房
、

二
O
O六
年
）
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

（
5
）
後
天
的
要
素
の
拡
充
に
よ
っ
て
先
天
的
要
素
が
変
化
す
る
可
能
性
は
、
現
代
で
は
微
少
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当

該
人
物
の
行
動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
資
質
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
特
定
の
要
素
を
有
す
る
人
物
の
み
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
れ
る
意
義
を
論
じ
た
差
別
主
義
的
な
理
論
」
で
あ
り
、
行
動
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
だ
れ
も
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
可
能
性
を

論
じ
た
平
等
で
夢
の
あ
る
理
論
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
衆
民
主
主
義
の
拡
大
と
深
化
に
伴
っ
て
広
く
流
布
し
た
が
、
こ
れ
は
本
末
転
倒
な

認
識
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
行
動
が
変
わ
る
こ
と
と
性
格
が
変
わ
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
の
別
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
石
井
（
二

O
O
四）

（
前
掲
書
）
一
九
頁
参
照
。
他
に
、

G
・
ベ
ッ
カ

l

（
佐
野
陽
子
訳
）
『
人
的
資
本
・
教
育
を
中
心
と
し
た
理
論
的
経
験
的
分
析
』
（
東
洋

経
済
新
報
社
、
一
九
七
六
年
）
な
ど
。

（6
）
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
を
類
型
化
す
る
試
み
は
多
数
試
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
三
類
型
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
石
井
（
二

O
O
四
）
（
前
掲
書
）
五
一
ー
ー
五
四
頁
参
照
。
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（7
）
い
わ
ゆ
る
交
流
分
析
の
開
祖
で
あ
る
バ

l
ン
の
弟
子
で
あ
っ
た
デ
ユ
セ
イ
（
一
九
八
O
）
な
ど
の
議
論
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

（8
）
数
理
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、

A
・
C
－
チ
ャ
ン
（
大
住
栄
治
訳
）
『
現
代
経
済
学
の
数
学
基
礎
（
上
・
下
）
』
（
C
A
P
出
版
、
一
九

九
五
｜
一
九
九
六
年
）
、
〉
－

n－
S
E
m・
8
品開・
4
司包ロ
42釘
宮
・

3
更
甘
さ
ミ
ミ
ミ
ミ
ぎ
＆
ミ
ミ
ミ
暑
さ
号
丸
岡
町

S
S宮
・
冨
？

の
5
4『

l

呂－
Y
N
C
O
P
A

－
－
－
ド
プ
ソ
ン
（
田
中
豊
訳
）
『
一
般
線
型
モ
デ
ル
入
門
』
（
共
立
出
版
、
二

O
O
八
年
）
、
』
・
〉
・
ロ
。

z
o
p

k
g
S
H
3札
翼
民

S
な
句
E
S
H
g
h
h向
。
礼
町
思
考
・

E
C
4
3円
krg品。
s
w
E
E宮町
2
P
S∞ω・開・
4

勺口。
d
『
－

Emw
句
町
営
足
達
、
旬
。
ミ
ミ
ミ

MJ言
。
ミ

S札
M
M
3
s
s
b＼
宮
町
、
。
＆
号
泣

S
芯

hhaHF遺
ミ
宮
町
‘
町
内

S
。
ミ
3
・
冨
の
の
5
4司
l

呂－
r
包＠
N
－
m－s
。
F
ゎ・司・

8色
F
・
巴
ロ
B
p

hhミ
』
町
喝
さ
号
旬
、
町
、
切
符
一

S
。
還
な

F
d司・
4
司・

z。
2
8
h
w
n。・
H

ロ
の
よ
呂
志
・
薬
師
寺
泰
蔵
「
政
策
分
析
に
お
け
る
モ
デ
リ
ン
グ
の
諸
問
題
」

日
本
政
治
学
会
編
「
政
策
科
学
と
政
治
学
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
）
所
収
、
薬
師
寺
泰
蔵
・
榊
原
英
資
『
社
会
科
学
に
お
け
る
理

論
と
現
実
・
実
証
分
析
に
お
け
る
一
つ
の
試
論
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
O
年
）
な
ど
を
参
照
。

（9
）
た
と
え
ば
、
国
際
環
境
や
国
家
体
制
が
発
展
期
に
あ
る
時
は
、
既
存
の
枠
組
み
の
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
管
理
型
リ
ー
ダ
ー

（M
タ
イ
プ
）
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
る
適
性
が
あ
る
が
、
こ
の
時
に
創
造
型
リ
ー
ダ
ー
や
象
徴
型
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
す
る
と
、
必
要

以－
D
に
国
民
の
危
機
感
を
煽
る
（
C
タ
イ
プ
）
、
む
や
み
に
国
民
に
安
心
感
を
与
え
て
し
ま
う
（
S
タ
イ
プ
）
な
ど
、
急
進
主
義
や
楽
観

主
義
な
ど
の
不
適
切
な
政
策
を
施
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
効
率
性
を
阻
害
し
、
当
該
国
家
の
発
展
を
蝕
む
結
果
を
導
出
す
る
こ

と
に
な
る
。
石
井
（
二

O
O
四
）
（
前
掲
書
）
の
第
六
章
（
六
五
｜
八
六
頁
）
で
遂
行
さ
れ
て
い
る
事
例
研
究
を
見
よ
。

（
m）
マ
ク
ロ
国
際
政
治
理
論
の
覇
権
安
定
論
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
石
井
貫
太
郎
『
現
代
国
際
政
治
理
論
（
増
補
改
訂
版
）
』
（

、
不
ル
ヴ
ア
書
房
、
二

O
O
三
年
）
第
二
章
（
特
に
六
五
l
七
三
頁
）
な
ど
を
参
照
。
原
典
と
し
て
は
、
同
・
の
己
主

p
gミ
ミ

n
E
ミ

宮
司
ミ
位
、
。

S
苛
ア
。
m
g
v
E島問。

C
E
4
0
5
5可思
gω
・
忌
包
な
ど
が
あ
る
。

（
日
）
エ
ゴ
グ
ラ
ム
の
最
新
の
研
究
成
果
で
あ
る
東
京
大
学
医
学
部
心
療
内
科
（
一
九
九
三
）
（
前
掲
書
）
や
東
京
大
学
医
学
部
心
療
内
科

（二

O
O
六
）
（
前
掲
書
）
に
お
け
る
議
論
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

（
ロ
）
各
段
階
は
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
前
後
の
段
階
の
状
況
が
錯
綜
す
る
局
面
が
存
在
す
る
た
め
、
「
中

継
ぎ
役
」
の
要
素
を
有
す
る
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

（
日
）
生
産
関
数
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
ロ
・
「
回

8
4
3
1
F
M
M
3弘誌のな
S
旬、
R
R
R
S
h
叶

F
O
O
R
t
s
－m
E
何
百
唱
庄
の
包
∞

Z
身
wkr島・

m
m
z・
5
誌
な
ど
に
詳
し
い
。
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（
日
）
経
済
理
論
に
お
け
る
「
極
大
化
」
と
い
う
表
現
は
、
基
礎
的
か
つ
標
準
的
な
経
済
数
学
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
頻
繁
に
見
受
け
ら
れ

る
。
た
と
え
ば
、

E
・
ド
ゥ
リ
ン
グ
（
大
住
栄
治
・
川
島
康
男
訳
）
「
例
題
で
学
ぶ
入
門
経
済
数
学
（
上
・
下
）
』
（
C
A
P
出
版
、
一
九

九
六
年
）
な
ど
。

（
日
）
他
に
も
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
の
「
出
身
階
層
（
E
2
5
」
な
ど
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
歴
史
的
な
諸
事
例
に
よ
れ

ば
、
偉
大
な
足
跡
を
遺
し
た
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
多
く
は
「
中
間
階
級
（
BEι
『
己

gm）
」
の
出
身
者
で
あ
り
、
上
層
階
級
や
下

層
階
級
を
出
自
と
す
る
人
物
は
稀
少
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
石
井
（
二

O
O
五
）
（
前
掲
書
）
で
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
諸
人
物
を
見
よ
。

（
凶
）
従
属
変
数
（
被
説
明
変
数
）
の
説
明
要
因
と
し
て
の
独
立
変
数
（
説
明
変
数
）
聞
の
相
乗
効
果
が
個
々
の
変
数
の
自
律
的
な
作
用
以

上
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
統
計
学
用
語
で
あ
る
。
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